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う ’<rグら. f-I 1<河応するグ1うう(J図-- 1 , 2である．
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2. Wa@stoit Ⅸ例え鹿山筵 鋤推庄ﾗム

計算職6;p ぅ"ヲLへI制諮横'刺,’ 潅定I寡，嗣発前矧喰撹系ｲﾁなみら二と!<ぶつz孑
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M2参七｡肌とF2iﾑ色 13フ'ロク‘'ラム鋤圭准催'<影堺あると方丸ら“る項目乞璽ﾂｦ Ij

学レジ参項目&A;糸イキ例』、、 こぎ一 ツ ら；着通う C;"1才',2 ( E3のうつ切弗
合!〈'分､類し｢〈． をし2そいﾚﾌ''各項目’,"そい?@､j/t刻吸九!てま参,陸に燭準ぞぉさ'3"W
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BLI<ついで象イチ')まし、 上3 1<壬潅ユいろう．p7"ラム‘スヲ･ノブ・滋をAえ，塔､いと
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押

Zwix【 で洲.いみ．I=

ここて"IIJひこつのフ・ロブ"ラ今の作訊， 』r< 13変浪'<ついでの雄應'は帽槽､，
WtIJ( 1/z)(o$'oSIj ,
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NIJ調査河泉上な、「<項目数2､'ある．
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単純蛮痕'1諾作兼'くつ‘! マボ1ﾙﾏの調査潅珍作威し｢こ‘ 乏肌らの項目13WAlst｡,,,
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二分図一z"’ 'ｸ‘1つb,壱上鯵I) , 任潅柱縮楳が､直ら'<庄
上‘ぐﾙﾌ｡､わ． し｡､し畑題分納，凍良ｿ昆斑的プロ7"う
曲”鯉ガ肌ぱ生底催湘獅'“豚'朧飢目ぞ!<なら．

陸性迩‘了､リもqで" (Jrよいニ
グ

ミン7‘，， 単純堀塊なし"'<局

ろ． H4isce4KのSojtw瓜reSCLenCe罐諭

H&(steal'まﾌﾟpク"ラミン7，'作業ln/壬危1座'<l剣レフ So↑もw久I-eSciei,,ce tgp3'3<･"
諭2諮諺しでし､る.易半，グノニ列鰹論I罐迭≦いにﾌ('p7''ラム"1ら’ 診のう・ロ7"ラ
ム歴櫓威ガる才'Y'レイダ （演算う）ヒォへPランド､鋤数を読み取り， その値をもと
にそ列フ'07"ラムを稚危ブるに塔しT<ﾌﾟD7''うマゥβｵ伽騒稚是ガるも列である，

ニハ蝦諭'”入下司訂算式Z.,赤さいる‘
侭ｨ ：ひこつ,, フ・ロ '7"ラム中!<現伽い｢<異ゥ「てオヘ・レイ ワ鋤猛．
卸2 ：ひとつ鋤7．口7Ⅷラ“中に埴JWし｢て良っ「〈オヘ・ランド､の寂．
Nf ;ひこつハ7｡ロ7| | ラ ‘へ申'<鬼伽1'し｢て才へPレイ ダ鋤虫硯回誕の鑑和，
Nz :ひこつ鋤7．n7"7f/wfiて現吻！'しにオヘ｡ﾗﾝﾄ"勿幽現回を池澤和，

繼淵惣曇舟::寿曼郷", 『郷雛: N=A/, ･f/Vz
Vbf灰〃e V; V=Nloyz"･
う°n7'{ラ今・ レヘ､ IしL : i_=(2/7t,)(7fz/Nz),
皀諦しべ､ 'し入; 7I=1_2 i/ .

う°D7"ラムイ'賊{て壌可ろツヵ(eﾅﾅ｡Ft) E f E=I//L,
フ・ロク"ﾗｰｲIf威仮辱訓う日才伺T･: T=E/S . ここ r"β'Jプロク"ラマ"ぐ／抄
間に認識r"きるプ・ロ？"ラ‘ﾍ隼家公:猿罐曲している． H4(:jteaﾒﾉま""辱港
StroLA〆'1鴬､験維毘，}らβ鋤値こして/SE採用して し｜ろ．

HalsteQo( IJノ C｡"1勿・ AC/､1 1<禿を≦雌でいろ”鋤ア'し｡" ') ス､ム'てつい2ir

蹴鼠馳競ﾂ鱒’好撫雌魚郷,慨撫｡,．
6の獺諭釧苓者,雌魎張しTてり．
この泥諭世凰-Zの b他勿フ"p 7' ｣ラー( 107個のヅフI, lし－チン’ 6287減の '昇ケゴ

丈） ’<過附し、｢〈締胤hf-3 '< ,了､ リ，溌測値に鰹諭値_"《八3 く'1八2 ! ( 6二 上がルフ
"、る．

を-3 HA(stecIAの掘諭ｲ直と観測値上鯏御仁E (1)
｜ 彪a:2,l"l u_"_.+ ，J_ 1 つ｡し司方.,身〃 ＝ ‘l土弥久H4(st槻測値 ﾌﾟﾛｸⅧラム外'圧末ら1 1麦行

スヲ､ソ7．

eハメの
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二')か旧何'<起因リム') 〔、あろう0， ． 〃AT,〈Zrしんの朧目上 7Jろも鋤, <つい
2たえてみる．

(1)HAIsteQo( ハ遜諭, C0",,,, ACIvl 働了,し。"リズム掴( <捲褒さk？いる20"フ" 1コ
7"ラー'くつL ' r iJ'<合う． を脱げ')ァD7"'"IJぃヴ"れも7°ロ7"ラ“・ ステ､ソ
7°寂〆10/-.Sp程度〆/J, ●『＆秒副 ｜ざ‘、 り ･Z､'ある. H4iste瓜八カミ､そ鋤報告に細こし
て今けl,2 L$b,j, JUブ。p7フムi<つ､' 2 IJ7 箏巻ら鋤解称7｡n7'@7 ,心肺(ste@L（

QI -
UO

司締乳ヒー災ヅろ， 二のまう「叙↓J， <y rざプ｡D7"ラムて" I3 11alstc＆パパ梓I剰しzいる

Stroし(M"Sの値S=,913矛当′) 王う "2"あゐ’ 二のまう(< ,j､Jなう°ロク"ラ毎て" 131
プロ7"ラ“世読んて"を''内烏乞潅解りろ崎rn",イェ禄書珍訳して､そい2フ'ロ7" ラ
AI<#3下j岡向上 IJ入笈":! rj『<， その ヒマ狙胸l''ろ記号h人同'a l ;"(-W1'< I3個
認識t" ､り ろ上 ‘ ｝ クニ ヒ ！〈 『‘ろ．

(2)このちえ方”､ ら'ら上Haiste&" ,,狸諭がよく適合りる勿(萩，
計血I，學成分利，設計， コーデ､イ ン7‘'， テスト ，橡守

の J: つ'<分類しT<作叢のつら’殼計十コー テ‘ル ン7|'"Iみの ィ”"て"ある．
ロ7"ラ畠'くつ ‘ ' で こ鋤方えかくし｢〈'《､う で穀計ナフーァィ ン7",､-啓しソ

み”えり上しで理論値し河歴≦越丁そ公が､宏一42"瓜ろ． を－4’､レフ的〃、ゐじ
ようrj所え力2．､もうよく合叫つ巧↓ ’ 韮う2､､ある，
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Jつりこの
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ﾉﾉ

(う)プロ7"ラム中' <現』jっyしる暑系勿撮2，下可食じ観測値ﾄl と鋤7北進,$図－3 の荻ぅに
｢よる． こ鋤点』 て" IJ IMste瓜帆 ，)趨論IJ筆港ら鋤秘細値上も合， でL Iろ．

を－5
MeanandVarianceOf"ngua"Level
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(4)参誌レヘ､ 'し八l3HQ{st24J!くょ狐!J"f-5の 上お
り て"ある． 警賂ら働澱ﾅ則繩果て" 137IIJ足撤【･･ IJ

『びく， 図-＋司 上 Jつリ スヲ ､ツ フc"Eos, しTくり､ 7
？n,, I剣漁と見るの汐：､そうのようで"ある， フG. p
7"うぃをライン ・ フ' 'ノ ンダ 1ヘ・一ソI〈収jろ程

度鉛寸7 ，レーチン群!<分割オ収13"71 '51,0.-1,6,<

rびるz･あムう〃ぐ， 易勿雍展刮で"群f旧iくう．p フ"ラ
ム､厄介2リツろ'<-曙りる時'鋤3月AI参tゼハバハチ9論
｡､ 局'嗜↑算て"3ｱ歩‘, ．
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(F)HA(sfe久(蝿諭l < --7 L ' <劇もうひこつの疑In'35UI-cMA駁βの値をｨ,f戒が〃､ろ7L.p
ク"ラレ佃大' '､ ' 〈'､〃､ jh') 'f<#,〈－足(S=Is)じ し 2 ' !る二 にて"あら! =""

ルヤ' IJり何分間狼些みみ"l ･p<､そう ？- ,JｱjL $ ｢<･みう，､ 、 そ ‘ﾉiネ殿知と し で次‘〃 2つ勿
恢識がルえら汎る．

（‘)人阿'郡液'＃’ら，漁ヲ Hﾉ師維航し Z毎秒/9個必7‘ ロ7『ラ‘ﾍ幕素を認識りら二
L lJ 2”3ない，

（し)人旧鋤脳公作ポ噸減（（￥ﾉ77 ‘ メf! I ) '( 1〃に少,Xjﾊらこ上"$､ Z"367"p
7Ⅷ 7“暑毒強/Jは鞍’7!I' マ く ， スラー， う|'jfi' < しこう‘,潅庵？…ある，

(bルェH瓜LsteAc(ハカジ基l3恋諭こ し て IJ哩疎あるか､，現賢へ釧過｣11司椛'|fにつ‘ ’
てIJざら'て権宮卯'士一子が．ある，
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4．締諭

WniSto獅叺no(RILx，)ガ法じHAIst"瓜の諏論豚とも I〈岬,ﾈｯ梁ﾚ,"《.今後寺らに
猿訂を‘! さ ‘〃3る'》ｫ壌・･ふろ． この溌滞2"罰治らか"群舞”了計斗鋤 ､ノァトゥニァノ鋼
だ'てついマ患える二と岬しx下鋤 Jぅなニ ヒ 2．､ある，

(1)計罫織7．13 7'' ういの飢諮, ""'<尋'るを爪も， ある狸度創設弗勿範囲内z､､，
子ぅ則76 二 上′､､可匪で"ある．

7 ‘ﾍ ‘'' )荊篭， ‘獺ｲ櫛'〈 '3， イ'F嚴例馳烏庭'く応し"てうっの墓辛的r玉崩屑
為ソ ， 一雛の '灘,忍二のﾖﾚﾍ､ 1ﾚ風組み/合､せて"を蝿。 lI化る．

(2)7・ロ7'

レヘ、 ’しb《

(多)ﾌ,'p 7"ﾗﾚ､勿銅籍， 礎瀕'て
せて"褐らfしる励画の合計4つ

濃無じ壬産惟乞議諭ガる二 と

13基孝ヒアjる3つ‘''届画と二鋤ろつの過蜀な組み令
釧層1曲’息､停仁ルろ． し「てか‘う て局面卵侵崖し「ぷぃZ'､
'3ﾉ側遭し､2.ある‘

琴汚 吏献

1)<.E.W｡|st｡,,! a,,"c.P｡睦しぇ, /4…多zｼ2，魂拶
""{zdZ"ﾌ"Z諺ｧ込シ Z6ﾉ､1Sﾉ'sて必"な〃坐振"α乙

'

/方z＆必"α塞〆L4"ﾜブz多死ズ

2)プロ7"ラミン7"!：お'ブゐ王産'催ヒノ詞結工数釧晶積もり方， 日錘エレクトロニク
ス， ／97F茅9月/2日号．

鋤剛…縦…鰯呼 :…皿…≦…｡"‘縦, ‘"‘、Resと仏

眺賊跳鯛杢………z, E/蚤…〆M,rM-ﾙ"A,i'j4)r'l.H.

Inc.,N.Y. > /77'7.

Iﾗ)A.Fitzsimmo"S 久刎〆T.Love,, /4Fbi',･e､､／御"4'( Evn仏久亡/･,, "/ふたw久r乙

州胤釧蕨""慾" ‘'脇′ '", /V". 7雄"瞳" '77jJ ,寡‘,…""ｧ"…;"ノア"""cz; '//t7',
’州sγs私…JZ,JF"@,ﾉﾝ(Ft,"7), ﾉV".牛。 ／ 7，

mfi=

佃題小柳IJむづ'0、しし! lfl""計算嵩7. 1] 7" うぶ化し』うしJみこき到崔隆梅量
示ヅ，珂廃'制猪徴I副‘言嶢哩飼rJ"1 2･､ある‘

う°ロク" ラ‘ﾍｲ'卜戒'〈仮隅、ヘ､ざ解うゑ'‘･畑痴的'〈正うて"ある｡、 ど､勺ヮ､，猫値討蔦劇
か>久"く發考？"あるb、ピ､う｡､ 。､"IJフ ､y !ノ し ていな↓ ､呵題を廟こうとしZいるこきで、
ムら，

二の祠題にフいて誤解'tffi7う「<銅{て簡単rjs"IJ92"pえておこつ．

ここZ'､あら伽雌T<今フ罰l句題|3〃へ‘て嫁融らの珂牙に閲りぅも鋤Z,､虫ろ， を必
レ' IJ->J“の2つ’て入；'｣尊雌ろ ゥ

（瓜)FIHDう・うズマ辱崖'}窪含風､､ろ際にあら』っJ'しる大次尤釧固有ｨ直向趣亙解ざツ
ア權刻且禍値を眼")ること，
(b)JTbO1|蚤塔峯周り の目鉱河流と狸慶分挿2潅勿うこと， て"ある。
ェ託(瓜)鋤/も1通2解功している核廊令獺諭紳'1両展寛例珂癖zも,ぷとも ！て工畳

鴎主鋤移惚吻もつ． （し)a I鋤通も慨ｨ{Tしで し‘る大理トカマ7群α罰灸治Iゴェ尋勿の
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野2、博酎辱位吃もつ， ； ｢〈 ， こ肌ら例間通〃チ峨訓，豆撤ｲ“4和ハIn"Iて愛孑喚し，
7・ロ7"ラム作威セおこ rd-、 「て計卿短ンダ到外オ称關夏（患士通水蓮）も”鯉ハゥ
野で博士の学f匁庖も吟'きｨ算織の7°ロ7’'ヲ‘へ形成（'剣し，御し罫の綴,暇唖もつ．

"'.(4)" 'n通'くつ!! (IWil!< ｢4が､") てみぶつ．
ivl llOう°ラス"マ鋤辱足'はな調へ‘ろ隙I(あらわ''しら大水尤鋤風有値側捉亙''17"I<

雄必し｢くぅ懇，《．ある．躍諭卿柳御虎堂“現在IJその手うゑ'〈よ，て/釦題唖餌I,$ 2
いぅ'《‘ ’ 二''ヲうゑ"難点IJ計算徴司〆這- ') 上計罫崎Inをくう二とZ'､ある． 老釧k
jﾊ '<現丘と"もジョブ"〃回彩時mI3j､ く"し､ 、 一郭修｛て 1訂討幕時間孑倍ク メこ‘ノ￥
1借'1向題をｿく-；' <鮴吹↓$"《｡，規庭のﾉ弓職fi刻言瓜織"径力‘､らみZ' 二榊謹
‘オ富現IJしづ､。、しし‘ ・

易こ 2"固石値向通勿新しし､御船氏''"I刺"､．襟訶さ"しる二とl< rd-フ「冒， 訂献力‘､調査
g1/tフ ネ免全ランチヲスナ支脈誠からWし｢<，

この手ｼ玖勿通用可熊'くっし! て 13, BJT: !<おいマ非幣!〈高名IEj､Z人勿御免渚｡ぐ，
z1/L"'､j/k4吸立!<， 妻例珍あ{で･肯定的な解茂をお≧'J､， てし‘み，
し，、し癖I利J必r<手〉ゑz" '"1醒鍋固有jムを得クニヒ，《．て"3Tf｡、 フr<'

二'1矛うゑIJ,･l-噸の息し､何列（テ"一ダ） て"し〃‘を勿通_用可能催,ぐ雄,､釦ら“とし、

Tjfし､鋤 Z"ある｡《､， 卜'1HD午定性‘杣!〈あら"'んる行列'‘徹端に柱'賢'‘’厚く, 'X､Z
W且有値い･ ,に")内払｢・"' 7 7 . こうして者孝刀鋤期待,31談了れてし3つr<鍋Z,､ある
が､’ 二動向題を解千”ろ過燕2"， 虫題危とプロ7"ラ気分初．作成埋哲渚,顧新しい
きう次22､ ↓ 1つ‘ ､ ｢<， 二勿矛ｼ玄/3逝日中'くき‘腋ゴ“ろ予走2"J列ろ〃《07正し し､解尾幽
7も') と劇称治jJを')締泉脈介溌をも7 2 L (4.

二恥"、．勺3くゆけ'ず， 宅勿捧果'訳論女とびっ zあらわj/L7今後こ鋤向題を瀞く
/〈岬ユリ'しを旦線ら（左髭にゴい「くう．p7"ラミンク“ ）勿向題ヒレZ"--' '､ぅニヒヵ〈、
2"亙るここ I<丁ノム．

つマ“'<(し)の'句題I<ついて閥’ 1〈が2JTJう．

こ- IK(JJT"真重呑扉鋤周回l<主し"ろ目輝ｸ丁ﾅ魚乙温辰分布喧餌ﾈf｢しようとWろ
も鋤z"ある‘物癖的K'JNA/i,也烈一-St"悔之S "流郷方報九､と謎イス違鋤ヵ潅六､乏餌
くニヒ !《〃ろ． こ釧上さ(1)崎間維符で"『八‘定常ｲえ態7 (il)簡単rj-談ｲ可ﾉ享卸脚ﾅ とい
うZつ勿糸ウキ‘'' もこZ. IJ) こ功順l題陛溺‘, ｢<Zj別"､､尚ら，

二‘'' (n通h解く ’くあ｢《、 〈虫題ﾉ看，､ら虫ゴ弧T森/zf'J, (jil)複雑rj~"ｸｫ芹， (i"複雑
7J産標系"' と 'ノカッ ァメヒ"て"あつ「〈 ’

二鋤呵題を撤旭計算'くよう マ計塀惑z…訂蕊し｢〈ところ，解遼うずく,頂jﾌ､ること
力､､ Z､､ ､37J"､フTく。 も こも こ二八浦JZ両題邑解く ニヒIJむづｩ､しいこじ〃《､わり､ フ z
1 、ら'､､’今回鋤豚因IJ複雑TJ屋ﾈ勲刻群､篇､ ﾋｧるきl)分で","21"りな譜詮'､･入#)こむ
ニ ヒ1稀ある鋤Z'･ (3IJL､ ,､ 上7~p7Ⅷラム作成港'す予測していろ．准螺糸吃胤ジバガ
ろ毎と" 1 ，さつ でユし ↓!解'《､ ,1Z@jｱ)らM易可能梅か"ゐソ ，今後{3二釧才何Z,作謙を継
縦”力えマ"瓜ら． この'燃'〈 l 7 9｡､けい(3.図-Z到狸線AI3|鳶､線A’こびも，

二鋤聖ぅ7Jr/例題分獅'< '矧’ろ7虜ロ7"7
処暇ゴリ/し壷IEJ I< I3 【"で皇 r“､賜令"､､ lj t
7の ｛巴鋤減泉上 ′Jっ zあめIJ/ﾌいろ，
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本 PDF ファイルは 1980 年発行の「第 21回プログラミング・シンポジウム報告集」をスキャンし、項
目ごとに整理して、情報処理学会電子図書館「情報学広場」に掲載するものです。

この出版物は情報処理学会への著作権譲渡がなされていませんが、情報処理学会公式 Web サイトの
https://www.ipsj.or.jp/topics/Past_reports.html に下記「過去のプログラミング・シンポジウ
ム報告集の利用許諾について」を掲載して、権利者の捜索をおこないました。そのうえで同意をいただい
たもの、お申し出のなかったものを掲載しています。

過去のプログラミング・シンポジウム報告集の利用許諾について� �
情報処理学会発行の出版物著作権は平成 12年から情報処理学会著作権規程に従い、学会に帰属する
ことになっています。

プログラミング・シンポジウムの報告集は、情報処理学会と設立の事情が異なるため、この改訂がシ
ンポジウム内部で徹底しておらず、情報処理学会の他の出版物が情報学広場 (=情報処理学会電子図
書館)で公開されているにも拘らず、古い報告集には公開されていないものが少からずありました。

プログラミング・シンポジウムは昭和 59年に情報処理学会の一部門になりましたが、それ以前の報
告集も含め、この度学会の他の出版物と同様の扱いにしたいと考えます。過去のすべての報告集の
論文について、著作権者（論文を執筆された故人の相続人）を探し出して利用許諾に関する同意を頂
くことは困難ですので、一定期間の権利者捜索の努力をしたうえで、著作権者が見つからない場合
も論文を情報学広場に掲載させていただきたいと思います。その後、著作権者が発見され、情報学
広場への掲載の継続に同意が得られなかった場合には、当該論文については、掲載を停止致します。

この措置にご意見のある方は、プログラミング・シンポジウムの辻尚史運営委員長 (tsuji@math.

s.chiba-u.ac.jp)までお申し出ください。

加えて、著作権者について情報をお持ちの方は事務局まで情報をお寄せくださいますようお願い申
し上げます。

期間：2020 年 12月 18 日 ～ 2021 年 3 月 19 日
掲載日：2020 年 12 月 18 日

プログラミング・シンポジウム委員会

情報処理学会著作権規程
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